
e）救急蘇生セット（薬剤を含む）  

図表39 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

救急蘇生セット（薬剤を含む）  

～平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）～  

d）血圧計  

国表3了 誤飲・誤喀、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

血圧計  
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（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表40 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

救急蘇生セット（薬剤を含む）一平成20年月別～（施設数ベース）  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表38 誤飲・誤療、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

血圧計～平成20年月別～（施設数ベース）  
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（注）「歯科大芋もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  
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り 歯科用吸引装置（口腔外バキューム）  

図表41誤飲・誤壕、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の中人時期  

歯科用吸引装置（口腔外バキューム）  

一平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）～  

④歯科外来診療環境体制加算の整備に係る有効性  

図表昭 歯科外来診療環境体制加算の整備に係る有効性（全体、∩＝562）  

仇  201  朋蔦  ∝粍  801  tmx 

誤飲・填疇、患書の急変時零の発生時の初期  
対応l壌る鐘科甜の琳  

匿■事故の発生予防や発生時の対応、  
再発覿止専に係る歯科医師の研♯  

「  arn 

ま染症対策響に係る醇科医師の研♯  

蹟安全こ係るせ料簡生士専の医療スタヅフの研修  

誤飲・撫、患者の急ま時事の発生時に初期対応が  
可能な医療機凛（AE〉、酸兼ボンベ及び酸素マス久  

血圧計、′くルスオキシーークー）の紐  

併設された医科の細部門または外部の医科の  
保樹棚との事前の連携㈱の確保  

口腔内で使用する甘科医療拇事  
に対する壷染症対質の徹底  

度染痘肴病患者に対する  
紳ユニットの常時確保  

挽内穐示等を通じた医療安全  
対策実施の慮者への周知  

平成18年  平成柑年  平成20年  平成21年  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表42 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

歯科用吸引装置（口腔外バキューム）～平成20年月別－（施設数ベース）  
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（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院jについては、対象施設がなかった。  
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3）感染症対策等に係る歯科医師の研修  

団表46 感染症対策等に係る歯科医師の研修  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  8t）ヽ  100ヽ  

1）誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の初期対応に係る歯科医師の研修  

図表朋 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の初期対応に係る歯科医師の研修  

0＼  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80＼  10仇  

全体  
（∩＝5（；2）  

診療所  
（∩＝504）  

病院  
（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附集病院（n＝6）  

全体  
（n＝562）  

診療所  
（∩＝504）  

病院  
（∩＝52）  

歯科大学もLくは  
歯学部附罵病院（n＝6）  

■大いに役立つ  田やや役立つ  窃どちらと軋、えない  

8あまり役立たない 山全く役立たない  □無回贋   

4）医療安全に係る歯科衛生士等の医療スタッフの研修  

国表47 医療安全に係る歯科衛生士等の医療スタッフの研修  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

8どちらともいえない  

ロ無回答  

■大いに役立つ  

□あまり役立たない 山全く役立たない  

2）医療事故の発生予防や発生時の対応、再発防止等に係る歯科医師の研修  

図表45 医療事故の発生予防や発生時の対応、再発防止等に係る歯科医師の研♯  
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診療所  
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（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院（∩＝6）  
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iつ  田どちらともいえない  

いい。無回答   

山大いに役立つ   田やや役立つ  8どちら～  

□あまり役立たない □全く役立たない  □無回答  
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5）誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時に初期対応が可能な医療機器（AED、酸素ボンベ   

及び酸素マスク、血圧計、／くルスオキシメーター）の設置  

図表胡 誤飲・誤l焦、患者の急変等の発生時に初期対応が可能な医療機器  

（ÅED、酸素ボンベ及び酸素マスク、血圧計、パルスオキシメーター）の設置  

0ヽ  201  401  60％  80X  lOO■  

7）口腔内で使用する歯科医療機器等に対する感染症対策の徹底  

国表50 口腔内で使用する歯科医療機器等に対する感染症対策の徹底  

O1  20ヽ  40％  601  801  1001  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝504）  

病院  
（∩＝52）  

歯科大革もしくは  
歯学部附属病慣（n＝6）  

■1  

凰大いに役立つ   団やや役立つ  切どちらともいえない  

□あまり役立たない 四全く役立たない  ロ無回答  ■大いに役立つ   田やや役立つ  Eどちらともいえない  

□あまり役立たない 皿全く役立たない  ロ無回答  

8）感染症有病患者に対する診療ユニットの常時確保  

図表51感染症有病患者に対する診療ユニットの常時確保  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  801  100ヽ  

6）併設された医科の診療部門または外部の医科の保険医療捜関との事前の連携体制の確保  

図表49 併設された医科の診療部門または外部の医科の保険医療機周との  

事前の連携体制の確保  

0ヽ  20％  ヰ0％  601  80～  100l  
全体  

（n＝562）  

診療所  
（n＝504）  

病院  
（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院（∩＝6）  

由夫いに役立つ   田やや役立つ  葛どちらともいえない  

巳あまり役立たない ロ全く役立たない  □無回答  ■大いに役立つ   田やや役立つ  四どちらともいえない  

ロあまり役立たない 印全く役立たない  口無回答  
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9）院内掲示等を通じた医療安全対策実施の患者への周知  ⑤歯科外来診療環境体制加算の整備による効果等  

図表52 院内掲示等を通じた医療安全対策実施の患者への周知  国表53 歯科外来診療環境体制加算による、より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

（全体、n＝562）  

0ヽ     20ヽ    10ヽ    も0ヽ    80ヽ    tOOヽ  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（∩＝504）  

病院  
（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院（n＝6）  

lヱヽ  

♯科医師をIまじめとする■員の臣■  

安全に関する象■が轟まった  

歯科医師など治■に朋わる人が、以前より  
安心して治■をできるようになった  

医療安全に闇する情報（ヒヤリ・ハット事例零）を  

一元的にヰ約するようになった  

患者の全身状態をより詳細に把機するようになった  

医■事故琴防止のための歯科医師と歯科衛生士琴との  
達携が以前よリスムーズになった  

各部門や他の保険医♯機関との連携が  
以前よリスムーズになった  

患者やその書換から安心して噛科冶■を  
受けられると評価された  

l ●元、にあてはま盲  臼ややあては去る  
ロどちらとれ＼えない  □あまりあてはまらない  
ロ全くあてはまらない  □★回答  
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1）医師をはじめとする職員の医療安全に関する意譲  

図表54 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

一歯科医師をはじめとする職員の医療安全に関する意識が高まった～  

O1  20ヽ  40ヽ  80ヽ  801  100l  

3）医療安全に関する情報（ヒヤリ・ハット事例等）の一元的集約  

図表56 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果   

一医療安全に関する情報（ヒヤリ・ハット事例等）を一元的に集約するようになった～  

O1  201  401  60先  801  100l  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝504）  

病院  
（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附A病院（n＝6）  

日大いにあてはまる  ロややあてはまる  
田どちらともいえない  ロあまりあてはまらない  
ロ全くあてはまらない  ロ無回答  

■大いにあてはまる  由ややあてはまる  
臼どちらともいえない  □あまりあては手らない  
n全くあてはまらない  ロ無回答  

2）歯科医師など治療に関わる人が治療をする際の安心蕃  

図表55 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～歯科医師など治療に関わる人が、以前より安心して治療をできるようになった－  

0～  20X  40ヽ  60≠  801  100～  

4）患者の全身状態のより詳細な把握  

図表57 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～患者の全身状態をより詳細に把握するようになった－  

○ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  8れ  100ヽ  

全体  
（n＝582）  

診療所  
（∩＝504）  

病院  
（∩＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院（n＝6）  

■大いにあてはまる  臼ややあてはまる  
窃どちらともいえない  ロあまりあてはまらない  
Ⅶ全くあてはまらない  ロ無回答  凸大いにあてはまる  臼ややあてはまる  

ロどちらともいえない  □あまりあてはまらない  
皿全くあてはまらない  □無回答  
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5）医療事嶺等防止のための歯科医師と歯科衛生士等との連携  

図表58 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～医療事故等防止のための歯科医師と歯科衛生士等との連携が以前よリスムーズになった～  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

7）患者やその家族からの評価  

国表60 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果   

～患者やその家族から安心して歯科治療を受けられると評価された－  

○ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝504）  

病院  
（∩＝52）  

歯科大竿もしくは  
歯学部附鳥病院（n＝6）  

■大いにあてはまる  
Dどちらともいえない  田ややあてはまる                    ロあまりあてはまらない  

」▼ 旦！空軍▼【＋   
【¶【   

6）各部門や他の保険医療機関との連携  

図表59 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～各部門や他の保険医療機関との連携が以前よりスムーズになった～  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ   

8）その他の歯科外来診療環境体制加算の整備による効果（自由記述形式）  

・AEDを導入したことで歯科治療を安心して行えるようになった。また、患者側か   

らも安JL、感が高まったという話をよく聞くようになった。  

・医療機器の点検や修理、薬剤管矧こついて記録に残すことになった。  

・歯科外来診療環境体制加算がきっかけとなり、院内ミーティングの際にヒヤリ・  

ハットの報告が出やすくなった。  

・歯科医師会等が行うさまざまな講習会への職員の参加が意欲的になった。  

・感染予附こコストをかけられるようになった。  

一‾ 
■大いにあてはまる 盲有事右そ1i套盲 

辺どちらともいえない  ロあまりあてはまらない  
ロ全くあてはまらない  ロk回答  
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⑥平成20年度の1年間（平成20年4月一平成21年3月末）における誤飲・誤喋、患者の   

急変等の発生時に、緊急対応が必要になった症例  

1）症例数  

図表61症例数（施設別）  

図表63 患者属性～性別（施設別、症例ベース）～  

肌  餅  肌  6仇  801  1001  

■男性  匝女性  口無回答  
2）患者属性  

図表62 患者属性～年齢（施設別）～  
図表64 患者属性一主たる歯科疾患名（施設別、症例ベース）～  

0ヽ  20ヽ  4仇  601  80九  100％  全 体   267   44．9   21．g   90．0   2．0   40．0   

診療所   208   44．8   21．2   90．0   10．0   40．0   

病院   43   45．4   24．5   80．0   2．0   50．0   

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院   

1‘   44．9   22．‘   80．0   9．0   45．0   

（注）全体の】16症例数のうち、具体的な記載のあった268症例の中から年齢の記載がなかったl症例を  
除いた267症例を集計対象とした。  

■う蝕臼歯局疾患 ■口腔粘膜疾農．臼歯の欠損 臼その他□無回答  

（注）「その他」の内容として、「智歯周囲炎J「埋伏歯」等の回答があげられた。  

39  40   



4）急変時の患者の状態  

図表67 急変時の患者の状態（施設別、症例ペース、複数回答）  

図表65 患者展性～歯科以外の疾患の有無（施設別、症例ベース）－  

（ヽ  20ヽ  10ヽ  倒：八  80ヽ  100ヽ  

○ヽ  20ヽ  10ヽ  も（h  8tn  100ヽ  

娯疇・誤飲した  

気分が悪くなった  

意雛を失った  

出血が止苦らなくなった  

－′  

「 □不明  □k回答  
血圧が低下した  

■あり   囚なし  

呼吸困難になった  

3）急変時の状況←主に何をしている時～  

国表66 急変時の状況”主に何をしている時（施設別、症例ベース）～・  

0ヽ  か～  4仇  60ヽ  80ヽ  10仇  

心肺停止となった  

（注）「その他」の内容としては、「嘔吐した」「麻痺した」等の回答があげられた。  

「i面時   
■績時   
ロ歯牙の切00時   

8その他  

8亀科麻酔噌  
□手嶋韓  
■歯冠■1・欠■繍礪処■時  
□■回答  

（注）「その他」の内容として、「待合室で待っている時」「抜歯時j rスケーリング時j等の回答があげら  

れた。  
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5）具体的な対応内容  

図表68 具体的な対応内容（施設別、症例ベース、複数回筈）  

O1  201  401  60％  80％  100ヽ  

図表70 具体的な対応内容  

～「院内施設での安静」のみ回答した（単数回答）症例数－  

院内施設での安静  

図表71具体的な対応内容（急変時の患者の状態別、症例ベース、複数回答）  

（粍  2仇  ■（粍  のヽ  8仇  1（m  

（注）「その他」の内容として、「レントゲン撮影J「経過観察」「かかりつけ医に搬送」専の  

回答があげられた。   

図表69 使用した医療機器（施設別、症例ベース、複数回答）  

（蔦  2仇  40ヽ  m  ∝粍   ′tlO（芥  

AED  

（自動体外式除細勤番）  

酸素木●ンヘ∴マスク  
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6）緊急時対応後の患者の状態  
【参考】症例  

＜症例1＞  

○施設属性   診療所（歯科、小児歯科〉   

・その他施設基準   在宅療養支援歯科診療所   

・ユニット台数   3台   

○患者属性   20代・女性   

・主たる歯科疾患名   歯周疾患（歯肉炎・歯周炎）   

■歯科以外の疾患   あり   

○何をしているとき   その他（歯石除去後）   

○患者がどうなった   気分が悪くなった   

○具体的な対応内容   院内施設での安静   

○緊急時対応後の患者の状態  回復   

図表72 緊急時対応後の患者の状態（施設別、症例ベース）  

仇  20％  40％  6仇  80％  1∝川  

全体  
（n＝268）  

診療所  
（∩＝208）  

病院  
（∩＝44）  

歯科大学もしくは  

歯学部附属病院（∩＝16）  

○施設異性   病院（歯科口腔外科）   

・その他施設基準   
地域歯科診療支援病院噛朋初診料  

歯科治療総合医療管理料   

・ユニット台数   7台   

○患者属性   30代・男性   

・主たる歯科疾患名   その他（埋伏歯）   

・歯科以外の疾患   あり   

○何をしているとき   歯科麻酔時   

気分が悪くなった  
○患者がどうなった  

血圧が低下した   

○具体的な対応内容   医療機暮を使用した対応（酸素ボンベ・マスク、血圧計）   

○緊急時対応後の患者の状態  回復   

■回復 囚人院 ■死亡 日その他 □無回答  

○施設属性   
歯科大学もしくは歯学部附属病院  

（歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科）   

・その他施設墓羊   地域歯科診療支援病院歯科初診料   

一ユニット台数   16l～1gO台   

○患者属性   る0代・男性   

・主たる歯科疾患名   歯の欠損   

■歯科以外の疾患   なし   

○何をしているとき   歯牙の切削以外の歯冠修復・欠損補綴処置（印象、装着等）時   

○患者がどうなった   誤嗟・誤飲した   

○具体的な対応内容   
連携施設（併設医科）へ搬送  

その他（胃部レントゲン撮影）   

0緊急時対応後の患者の状態  回復   
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